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施政方針
当初予算
大崎町職員人事異動

No.747

■主な記事
【今月の表紙】

たった１人の卒業生、

岡元美華さん（写真中央）と

笑顔で送り出す５年生のお友達。

（関連記事８ページ）



平
成
31
年
度

施
政
方
針

　

平
成
最
後
の
私
の
施
政
方
針
と
、

当
初
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
、町
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、政
府
は
、国
の
新
年
度
予
算

案
に
お
い
て
、全
世
代
型
の
社
会
保

障
制
度
へ
の
転
換
に
向
け
、幼
児
教

育・保
育
の
無
償
化
、年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
の
支
給
、低
所
得
高
齢
者

の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
強
化
と

い
っ
た
社
会
保
障
の
充
実
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。10
月
に
８
％
か
ら
10
％

へ
と
消
費
税
率
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、低
所
得・

子
育
て
世
帯
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
や
、中
小
小
売
業
等
に
関
す

る
消
費
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
等
の

施
策
に
よ
り
、消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
の
平
準

化
に
向
け
、施
策
を
総
動
員
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
の
経
済
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、有
効
求
人
倍
率
が
47
都

道
府
県
全
て
で
１
を
超
え
、雇
用
情

勢
の
改
善
が
続
き
、緩
や
か
に
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、医

療・
福
祉・
農
業
等
、各
種
産
業
を
担

う
人
材
の
不
足
が
顕
在
化
し
て
お

り
、企
業
経
営
へ
の
影
響
が
さ
ら
に

広
が
る
可
能
性
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、こ
の
人
材
不

足
を
補
う
形
で
技
能
実
習
制
度
を

活
用
し
た
外
国
人
研
修
生
が
、現
在

約
２
５
０
名
と
町
民
の
約
２
％
を
占

め
て
お
り
、昨
年
末
に
国
会
で
審
議

さ
れ
た
出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ

り
、今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
た
と

き
、既
に
本
町
の
企
業
経
営
は
外
国

人
材
抜
き
に
は
非
常
に
困
難
な
状
況

で
あ
り
、今
後
、外
国
人
と
の
多
文
化

共
生
社
会
の
構
築
が
大
き
な
課
題
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
で
町
民

や
企
業・
各
種
団
体
な
ど
多
様
な
主

体
が
参
画
す
る
町
民
と
外
国
人
と
の

相
互
理
解
を
進
め
る
取
り
組
み
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、５
月
に
は
元
号
が『
令
和
』

と
改
ま
り
、新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
ま
す
。思
い
起
こ
せ
ば
、大
き

な
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
平
成
の
時

代
で
し
た
。阪
神・
淡
路
大
震
災
、東

日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
大
き

な
災
害
が
あ
っ
た
一
方
で
、本
町
も

幾
度
と
な
く
台
風
や
豪
雨
災
害
に
直

面
し
ま
し
た
が
、そ
の
た
び
に
住
民

が
助
け
合
い
、力
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
困
難
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や

激
動
す
る
社
会
情
勢
、厳
し
い
財
政

状
況
と
い
っ
た
困
難
は
続
き
ま
す

が
、輝
か
し
い
大
崎
町
を
子
や
孫
の

世
代
に
引
き
渡
す
た
め
に
、将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
、力
を
合
わ
せ
て
新
し

い
時
代
を
切
り
拓
く
と
い
う
認
識
の

下
に
、 

新
年
度
に
お
け
る
私
の
所
信

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。本
年
度
の
予
算
案
に
お
い
て
は
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」と「
未

来
へ
の
投
資
」を
大
き
な
柱
と
し
て

掲
げ
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
地
方
創
生
関
連
】

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、す
な
わ
ち
持
続
可
能

な
開
発
目
標
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
12
月
に
首
相
官
邸
に
お
い

て
第
２
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ

ー
ド
内
閣
官
房
長
官
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。本
町
の
こ
れ
ま
で
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
が
２
０
１
５
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

で
あ
る「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」社

会
の
実
現
と
い
う
視
点
で
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、全
国
の
自
治
体
の

中
で
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
議
会
に
お
い
て
、「
大
崎
町
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
可
決

さ
れ
、今
後
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も

と
に
、環
境
、社
会
、経
済
を
つ
な
ぐ

さ
ら
な
る
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、た
だ
今
申
し
上
げ
ま
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
な
が

ら
、地
域
課
題
の
解
決
等
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、昨
年
、

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
、慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
の
連
携
協

定
、 

今
年
１
月
に
は
地
域
お
こ
し
企

業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
伴
う
人
材

派
遣
協
定
を
一
般
社
団
法
人
リ
バ
ー

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
締
結
し
ま
し

大崎町長　東 靖弘
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た
。こ
れ
か
ら
、連
携
協
定
に
基
づ

き
、地
方
創
生
を
担
う
人
材
の
招
致

及
び
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
へ
の
職

員
派
遣
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
を
図

り
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
保
障
関
連
】

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
平
成
の
30
年

間
で
、日
本
の
出
生
率
は
１・５
７
か

ら
１・２
６
ま
で
落
ち
込
み
、逆
に
高

齢
化
率
は
10
％
か
ら
30
％
へ
と
上
昇

し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
も
定
住
化
施

策
を
は
じ
め
と
し
た
人
口
減
少
対
策

に
留
ま
ら
ず
、教
育
環
境
か
ら
医
療

分
野
で
の
支
援
を
含
め
、若
者
や
子

育
て
世
代
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援

策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、さ

ら
な
る
定
住
化
を
促
す
た
め
に
、住

宅
整
備
の
検
討
を
行
い
ま
す
。一
方

で
、住
民
生
活
の
安
全・安
心
と
良
好

な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
に
、危

険
家
屋
除
去
に
対
す
る
補
助
事
業
も

行
い
、切
れ
目
の
な
い
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、消
費
税
率

引
き
上
げ
の
影
響
を
平
準
化
す
る
た

め
に
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」の

発
行
を
通
じ
、住
民
の
皆
様
の
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

【
教
育
関
連
】

　
次
に
、教
育
関
連
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
、こ
の
大

崎
町
の
未
来
を
担
う
の
は
子
ど
も
た

ち
で
す
。リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
奨

学
金
制
度
に
留
ま
ら
ず
、子
ど
も・子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、子

ど
も
の
よ
り
良
い
育
ち
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。学
び
の
環
境
の
改

善
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
学
校
の
大

規
模
改
造
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
小
学
校
の
遊
具

の
設
置
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
業
関
連
】

　

農
こ
そ
国
の
基（
も
と
い
）で
す
。

引
き
続
き
、本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
、産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
へ
の
取
り
組
み
、

ほ
場
整
備
や
畑
か
ん
営
農
の
推
進
、

農
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
工
事

等
、生
産
基
盤
の
整
備
に
努
め
、強
い

農
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。さ
ら
に
、２
０
２
２
年
の
第
12

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
本
県
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、畜
産
振
興

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
防
災
関
連
】

　
５
月
に
完
成
予
定
の
菱
田
消
防
分

団
詰
所
を
は
じ
め
と
し
て
、 

災
害
に

お
け
る
人
命
と
財
産
、そ
し
て
地
域

の
安
心・安
全
を
守
る
た
め
、さ
ら
な

る
防
災
、減
災
に
向
け
た
施
策
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
本

庁
舎
の
耐
震
工
事
、地
方
改
善
施
設

整
備
事
業
に
よ
る
三
文
字
地
区
の
排

水
対
策
事
業
や
、防
犯
灯
や
防
火
水

槽
の
設
置
、消
防
車
両
の
整
備
だ
け

で
な
く
、今
後
の
防
災
行
政
を
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、庁

舎
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
段
階
に
き

た
と
感
じ
て
お
り
、今
年
度
は
職
員

に
よ
る
検
討
を
は
じ
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
関
連
】

　
４
月
１
日
に「
ジ
ャ
パ
ン・ア
ス
リ

ー
ト・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー・大

隅
」が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。既

に
多
く
の
実
業
団
等
の
合
宿
が
町
内

で
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

る
今
年
、そ
し
て
国
民
体
育
大
会・全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
る
来
年
へ
と
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
関
す
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

取
り
組
み
等
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
勢
い
を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。特
に
、「
熱
い
鼓
動
風
は
南
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
第
75
回
国
民

体
育
大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
」と
第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会「
燃
ゆ
る
感
動
鹿
児
島
大

会
」の
開
催
ま
で
、約
１
年
５
か
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
。本
町
で
も
国
体

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、両
大
会
の
開
催
の

気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、多

く
の
町
民
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
の

思
い
出
と
な
り
、心
に
残
る
よ
う
、競

技
団
体
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、ふ
れ
あ
い
の
里
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
整
備
工
事
を
行
い
、「
陸
上
競

技
の
聖
地
」実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
大
き
く
６
点
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

と「
未
来
へ
の
投
資
」に
対
す
る
政
策

を
重
点
的
に
行
い
、素
晴
ら
し
い
田

園
風
景
、緑
あ
ふ
れ
る
山
並
、伝
統
あ

る
ふ
る
さ
と
を
次
の
世
代
に
引
き
渡

し
て
い
く
た
め
、各
般
の
施
策
に
全

力
で
取
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
。
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【歳入の種類】
■� 町税…住民税や固定資産税などの税金
■ �地方交付税…町の財政状況に応じて国税の一部から交付されるお金
■ �国庫支出金…国から支出されるお金
■ �県支出金…鹿児島県から支出されるお金
■ �地方譲与税…国税の一部が交付されるもので地方交付税とは違い、客観的基準に基づき一律に分配されるもの
■ 繰入金…基金などからの収入金
■ �分担金及び負担金…特定の事業で利益を受けた人から徴収したお金
■ 町債…国や銀行からの借入金
■ �地方消費税交付金…消費税のうち一定の基準により町へ交付されるお金
■ �その他…使用料、手数料、財産収入など

平成31年度 当 初 予 算
平成31年度当初予算が決まりました。一般会計予算は87億739万1千円で、対前年度比8.16％の増
加となりました。特別会計も合わせた総額は、131億846万2千円です。
ここでは、町の財政の柱となる一般会計当初予算を中心に、概要を紹介します。

会　　計　　名 平成31年度 平成30年度 増減
一　般　会　計 87億739万1千円 80億5,015万7千円 6億5,723万4千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 19億5,259万2千円 18億5,829万1千円 9,430万1千円

水 道 事 業 会 計 2億2,764万7千円 2億2,768万4千円 △3万7千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億9,443万2千円 2億990万4千円 △1,547万2千円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 18億6,336万円 17億8,145万円 8,191万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億6,304万円 1億6,387万3千円 △83万3千円

合　　　　　計 131億846万2千円 122億9,135万9千円 8億1,710万3千円

各会計別予算表

歳 入
87億739万1千円

歳 出
87億739万1千円

平成31年度 平成31年度

町税
11億8,671万円

総務費
10億2,949万

3千円

民生費
17億3,513万

1千円

衛生費
12億2,284万

8千円農林水産業費
11億6,620万

1千円

商工費
10億8,096万

6千円

地方交付税
25億

7,800万円

国庫支出金
9億

6,351万円

県支出金
12億9,034万

6千円

繰入金
6億9,262万

7千円

分担金及び
負担金

2,666万8千円

町債
3億9,230万円

地方消費税
交付金

2億1,000万円
その他

13億923万円

地方譲与税
5,800万円

土木費
6億2,782万

1千円

消防費
2億7,824万2千円

その他
1,342万5千円 議会費9,677万6千円

教育費
5億1,816万

3千円

公債費
9億3,832万

5千円
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平成31年度大崎町の主な事業
一般会計総額87億739万1千円のうち、大崎町総合戦略において、
　①まちに安定した雇用をつくる
　②おおさきへの新しいひとの流れをつくる
　③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　④時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する
という４つの基本目標に基づき、地方創生関連事業として、114事業、6億6,270万7千円を予算計上してい
ます。そのうち、主要な取り組みについてご紹介します。

所管課 事　　業　　名 内　　　　　　　容 予算額

総務課 本庁舎耐震補強工事 築42年の本庁舎に係る耐震補強工事 7,100万円

総務課
公共施設カーボン・
マネジメント強化事業

温室効果ガス排出削減を目的に、庁舎・支所・保健セン
ター・水道課等に空調設備の設置と照明施設を更新 1億7,600万円

企画
調整課

地方創生費（新設）
鹿児島相互信用金庫、慶応義塾大学SFC研究所との間で締
結した協定に基づく課題解決、人材育成、SDGsに関する
活動のための経費

3,276万5千円

企画
調整課

ふれあいの里公園
ランニングコース整備工事

町スポーツ振興ゾーン整備計画に基づき480ｍの路面をゴ
ムチップに変更し，照明施設を８基増設する。 3,817万円

保健
福祉課

プレミアム付商品券事業 消費増税に伴う影響緩和及び地域消費喚起を目的とした
国の施策に係る事業費 3,200万7千円

保健
福祉課

子ども医療費助成事業 子育て支援事業。高校３年生相当までの若者世代に係る
医療費を無料化 4,000万円

社会
教育課

国体関係経費 2020年かごしま国体開催に当たりビーチバレー及びドッ
ジボール競技を本町で円滑に開催するための事業費 1,778万9千円

耕地課
大崎中央道他メンテナンス
フリー工事

農道等のメンテナンスフリー工事を順次行っていくため
の経費 200万円

建設課 危険家屋解体補助金 危険家屋の危険割合を判定し，上限30万円の解体に係る
費用の補助を行う。 300万円

総務課 防火水槽設置事業 耐震性貯水槽（２基）を大崎地区と菱田地区に整備予定 1,077万2千円

総務課
小型動力ポンプ積載車
導入事業

小型動力ポンプ積載車を中沖分団に導入する経費 1,078万円

管理課
リサイクル未来創生奨学
制度関係経費

リサイクル未来創生奨学金の返還をした補填財源となる
基金への積立金及び対象者への補助金 100万2千円

管理課 中沖小学校大規模改造事業 中沖小学校の大規模改造工事を行うための実施設計を行
う事業 880万円

当初予算を住民１人あたりで見てみると…
収入（税収）  ９万１千円　　　支出   66万７千円

支出の内訳
まちづくり・徴税・庁舎の管理に ７万９千円
道路・橋梁・公園・町営住宅の整備に ４万８千円
子育て支援・高齢者・障がい者の福祉に 13万３千円
借金（町債）の返済に ７万２千円
消防・救急・防災のために ２万１千円
ごみ処理や環境の保全・医療の向上に ９万４千円
商工業・農林水産業の発展に 17万２千円
教育・文化の振興に ４万円
その他 ８千円
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

地方債

貯金と借金のバランスは…
　H25年からの貯金（基金）と借金（町債）の年度末残高です。
基金は引き続き、計画的かつ効率的に運用していきます。

■町債残高

■基金残高
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大崎町職員人事異動
本町では、４月１日付けで職員の定期人事異動を行いました。

平成31年度新規採用職員および平成30年度退職者と併せてお知らせいたします。
※所属・係の異動のみ掲載いたします。

◆課長級
新　職　名 職　員　名 旧　職　名

農業委員会事務局長 川 畑 定 浩 農林振興課長
農林振興課長 中　村　富士夫 保健福祉課長
総務課長 佐 藤 一 郎 県後期高齢者医療広域連合（派遣）
保健福祉課長 相 星 永 悟 保健福祉課参事兼課長補佐

◆課長補佐級
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

住民環境課 野方支所長兼野方支所窓口係長 荒 竹 基 方 住民環境課　課長補佐兼年金係長

税務課 参事兼課長補佐兼滞納整理係長
兼収納管理係長 西 高 和 義 管理課　参事兼課長補佐兼庶務係長

建設課 技術補佐兼土木係長兼都市計画係長 上 平 利 幸 水道課　技術補佐兼水道工務係長

建設課 参事兼課長補佐兼高速道路対策
室長兼管理係長 上 野 明 仁 建設課　課長補佐兼高速道路対策室長兼

都市計画係長
企画調整課 参事兼課長補佐兼政策調整係長 中 野 伸 一 総務課　参事兼課長補佐兼秘書係長
保健福祉課 課長補佐兼国民健康保健係長 谷 迫 利 弘 社会教育課　課長補佐兼生涯スポーツ係長
農林振興課 課長補佐兼農政係長 楠 原 　 薫 農林振興課　課長補佐
企画調整課 課長補佐兼広報観光係長 川 越 龍 一 企画調整課　課長補佐兼商工観光推進室長

税務課 課長補佐兼町民税係長 西 村 孝 志 保健福祉課　課長補佐兼障害福祉係長
保健福祉課 課長補佐兼児童福祉係長 村 永 静 征 管理課　学校給食センター次長
農業委員会 次長兼振興係長 久　保　健一朗 農業委員会　次長兼振興係長兼農地係長

管理課 課長補佐兼庶務係長 西 竹 信 也 管理課　課長補佐兼学校管理係長

社会教育課 課長補佐兼生涯学習係長兼文化
公民館係長 東水流　幸　一 総務課　課長補佐兼契約係長兼管財係長

保健福祉課 課長補佐兼障害福祉係長 溝 口 卓 也 総務課　主幹兼行政係長
住民環境課 課長補佐兼年金係長 福 永 浩 二 総務課　主幹兼電算係長

◆係長級
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

農林振興課 主幹兼畜産係長 宮 下 信 一 水道課　主幹兼水道庶務係長
農林振興課 主幹兼畜産指導係長 東 　 結 城 農林振興課　営農推進室主幹兼営農推進係長

管理課 主幹兼学校給食センター管理係長 内 村 憲 和 社会教育課　主幹兼文化公民館係長
総務課 主幹兼電算係長 美 　 勇 作 農林振興課　主幹兼畜産係長
管理課 主幹兼学校管理係長 石 峯 友 和 総務課　消防防災係長
総務課 行政係長兼秘書係長 救仁郷　義　達 保健福祉課　国民健康保険係長
水道課 水道工務係長 西 丸 洋 平 建設課　土木係長

農林振興課 営農推進室営農推進係長 内 田 久 雄 社会教育課　生涯学習係長
総務課 契約係長兼管財係長 室 薗 和 隆 農林振興課　農政係長

農業委員会 農地係長 松 元 幸 紀 曽於南部厚生事務組合（派遣）
水道課 水道庶務係長 新 川 仁 志 建設課　管理係長

社会教育課 生涯スポーツ係長 福 岡 　 徹 企画調整課　商工観光推進室広報観光係長
総務課 消防防災係長 鶴 野 雄 司 税務課　収納管理係長

（敬称略）
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◆退職
定年退職 総務課長 中 倉 幸 二

定年退職 農業委員会事務局長 大 地 敏 郎

定年退職 住民環境課　野方支所
長兼野方支所窓口係長 福 丸 一 郎

定年退職 大崎中学校　事務手 有 馬 明 美

◆新規採用
課　名 職　名 職　員　名

保健福祉課 社会福祉係主事 米 永 夏 輝
建設課 土木技師 秋 山 宗 就
建設課 土木技師 中 山 一 慶

課　名 職　名 職　員　名
管理課 庶務係主事 中津川　大　成

農林振興課 畜産係主事 宮 崎 理 子
農林振興課 農政係主事 寺 原 健 尊

早期退職 農林振興課　技術補佐 岡 崎 　 誠

早期退職 税務課　主幹兼町民税係長 宮 脇 拓 史

早期退職 耕地課　畑地かんがい係主事 上 原 剛 大

◆嘱託職員
課　名 職　名 職　員　名
総務課 危機管理統括官 西 堂 清 己

◆主幹・主査・主任級
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

住民環境課 野方支所窓口係主幹 新　留　真由美 農業委員会　農地係主幹
会計課 会計係主幹兼用度係主幹 田 原 富 貴 住民環境課　野方支所窓口係主幹
税務課 滞納整理係主幹兼収納管理係主幹 西　竹　きくみ 住民環境課　環境対策係主幹

企画調整課 企画政策係主任兼男女共同参画
係主任 新 馬 場 繁 総務課　財政係主任

社会教育課 生涯学習係主査兼文化公民館係主査 上 床 就 路 社会教育課　生涯学習係主任
耕地課 畑地かんがい係主任 岩 切 雄 作 会計課　会計係主任兼用度係主任

保健福祉課 国民健康保険係主任 權現領　八重子 保健福祉課　健康増進係主任
住民環境課 環境対策係主任 嶽 野 清 人 建設課　土木係主任
企画調整課 政策調整係主任 宮 下 功 大 企画調整課　商工観光推進室商工振興係主事

◆主事
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

保健福祉課 障害福祉係主事 児 玉 華 奈 企画調整課　企画政策係主事兼男女共同
参画係主事

総務課 財政係主事 田 實 　 涼 管理課　学校管理係主事
社会教育課 国体推進係主事 原 田 大 資 保健福祉課　社会福祉係主事
企画調整課 広報観光係主事 隈 本 祐 貴 鹿児島県かごしまＰＲ課（派遣）
保健福祉課 介護福祉係主事 高 辻 賢 典 農林振興課　農政係主事

総務課 行政係主事 稲　森　知奈美 住民環境課　環境対策係主事
管理課 学校管理係主事 西　堂　祐太郎 税務課　固定資産税係主事

農林振興課 農政係主事 中　島　誠一良 保健福祉課　介護福祉係主事
保健福祉課 健康増進係技師 森 永 里 沙 保健福祉課　国民健康保険係主事

税務課 固定資産税係主事 柳 田 夢 香 保健福祉課　障害福祉係主事

◆学校関係
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

社会教育課 図書係事務手 入江田　いづみ 持留小学校　用務員

◆派遣職員
新　職　名 職　員　名 旧　職　名

曽於南部厚生事務組合 竹 井 政 和 保健福祉課　児童福祉係長
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新たなステージへ決意新たに！
小・中学校で卒業式

３年に１度の伝統棒踊りを奉納
荒佐春祭りを開催

大崎町の誇りを胸に
自衛隊新入隊者壮行会

　3月10日（日）、野方農村環境改善センター
において、荒佐春祭りが開催されました。
　祭りでは、伝統芸能『神舞』や野方保育園児
による合奏、カラオケなどが披露され会場を
沸かしました。
　また、今年は３年に１度奉納される棒踊りが
行われ、来場者から大きな拍手が沸きました。
　当日は残念ながら悪天候でしたが、春の訪
れを告げる祭りとなりました。

 3月5日（火）、町中央公民館において、大崎
町自衛隊家族会の主催により『自衛隊新入隊者
壮行会』が開催されました。
　会では、町長をはじめ防衛大臣や県知事から
激励の言葉やメッセージが贈られました。
　海上自衛隊航空学生に入隊する岡元拓

たく
己
み

さん
は、「昔からの夢であった自衛官になれることが
嬉しく思います。国を守るという使命を自覚し
て頑張ります」と力強く決意を述べました。

　３月13日（水）、大崎中学校において『第５回卒業式』
が挙行され、卒業生102名が卒業証書を授与されまし
た。式の最後には、卒業生全員による合唱があり、涙
を流しながら歌う卒業生に会場は感動に包まれました。
　３月22日（金）、持留小学校において挙行された『第
72回卒業式』は岡元美

み
華
か

さん１人の卒業式となりまし
た。岡元さんは、卒業生の言葉として「みんながいて
くれたから寂しいと感じたことはありませんでした。
中学校でも頑張ります」と感謝を述べました。
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旬な話題をお届け！おおさきフラッシュ

無事故で安全な通学を願って
県トラック協会から定規贈呈

　３月16日（土）、町教育委員会が主催する『チャレ
ンジ！春のおおさきウォーキング大会』が開催され、
小・中学生や親子ら190名が参加しました。
　コースはふれあいの里公園を出発し、大崎海岸、
ビーチスポーツ専用競技場、横瀬古墳、国鉄跡道路

（旧大隅線）を経由する約12㎞のコースで、参加者は
自分のペースで景観を楽しみながら歩きました。
　また、今回は鹿屋体育大学・財宝産学連携寄附研
究講座との同時開催となり、ウォーキング終了後、
講師の指導のもと円形広場で貯筋体操を行いました。

春の陽気を感じて
大崎の歴史を歩きました

特産品と観光をＰＲ！
自治会館ふるさと市場

　３月５日（火）、中央公民館教育長室におい
て、県トラック協会から、新一年生へ定規が
贈呈されました。
　これは、通学に不慣れな新一年生に対し、
交通事故防止の啓発活動として贈呈されたも
ので、定規には横断歩道を渡る際の注意点や
通学路などの標識が描かれています。
　子どもたちの安全な通学が続くよう活動さ
れている県トラック協会に感謝いたします。

　鹿児島県市町村自治会館において、県内市
町村の観光ＰＲや各市町村自慢の特産品を日
替わりで販売する『平成30年度自治会館ふる
さと市場』が開催されました。
　本町からは３月８日（金）と11日（月）に、あ
すぱる大崎がスモークチキンや野菜など、諸
木農園が桑抹茶などを販売し、イベントを盛
り上げました。
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春を感じてゆるっと、ぷらっと
ゆるぷらサイクリング in R448

　３月17日（日）、国道448号を自転車で走る
イベント『ゆるぷらサイクリング in R448』が
開催されました。
　これは、肝付町が主催したイベントで、大
崎町と東串良町も共催という形で参加してお
り、今年で３年目を迎えています。
　参加者らは大崎方面と肝付方面の２ヵ所か
らそれぞれスタートし、75㎞のロングコース・
40㎞のショートコースをサポートライダーの
先導のもと楽しみました。
　町内外から参加した約105名は「傾斜がキツ
い所もあったけど、走りきれました！景色も
きれいで楽しめました。」と感想を述べました。

両町の漁業の発展を願って
水産業振興連絡会が研修会を開催

　３月13日（水）、町中央公民館において、東
串良町・大崎町水産業振興連絡会研修会が開
催され、両町の事業者らが参加しました。
　研修会では、講師として鹿児島大学水産学
部の木村教授が、東串良漁港加工施設の活用
と今後の展開について講話されました。
　東串良漁協では、『生しらす』の販路拡大を
目指し急速冷凍機を導入しました。これによっ
て、生しらすを急速に冷凍することで獲れた
てのしらすを鮮度を保ったまま保存できるよ
うになりました。
　昨年11月23日に開催された『漁師飯グランプ
リ』ではこのしらすを使用した『生しらすぜいた
く丼』が見事グランプリに輝いています。

旬な話題をお届け！おおさきフラッシュ
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ジャパンアスリート
トレーニングセンター大隅 供用開始

【 利 用 料 金 表】
児童・生徒 一般

エリア 単位 利用料金 パック料金 利用料金 パック料金
陸上競技場 １日／人 200円

500円

400円

1,000円
多目的グラウンド １日／人 200円 400円
投てき練習場 １日／人 200円 400円
トレーニングルーム １日／人 200円 400円
室内競技場
3-6月　10-11月 １日／人 400円 +300円 800円 +600円
7-9月　12-2月 １日／人 600円 +500円 1,000円 +800円

利用区分 単位 児童・生徒 一般
体育館 1時間／団体 250円 500円
多目的ホール 1時間／団体 250円 500円
会議室 1時間／団体 100円 200円

日本トップクラスの設備を有した施設

供
用
記
念
式
典
を
開
催

　

３
月
23
日（
土
）、
県
が
本
町
菱

田
の
旧
有
明
高
等
学
校
跡
地
に
整

備
を
進
め
て
い
た
陸
上
競
技
専
用

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設『
ジ
ャ
パ
ン

ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
大
隅
』が
完
成
し
、
現
地
で
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
、三
反
園
県
知
事
、東
町
長
、

他
各
方
面
の
関
係
者
２
５
０
人
が

出
席
し
、
安
全
な
運
用
と
合
宿
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
祈
り
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
三

反
園
知
事
は
、「
世
界
に
通
用
す

る
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
合
宿

の
聖
地
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
、
東
町
長

は
、「
国
内
外
か
ら
多
く
の
合
宿

者
が
訪
れ
、
大
隅
全
域
を
訪
れ
る

よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
半
に
は
、
室
内
競
技

場
内
で
、
県
内
出
身
者
を
含
め
た

ア
ス
リ
ー
ト
ら
に
よ
る
走
幅
跳
、

ハ
ー
ド
ル
、
短
距
離
選
手
に
よ
る

バ
ト
ン
パ
ス
、
棒
高
跳
の
試
技
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、午
後
か
ら
は
、

屋
外
陸
上
競
技
場
で
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
に
し
た
陸
上
教
室
も

開
催
さ
れ
、
大
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。

【どんな施設なの？】
　国内最長の150ｍの室内直走路をは
じめ、全天候舗装トラックの陸上競
技場、傾斜走路、体育館、トレーニ
ングルーム、投てき練習場など、最
高水準の施設となっています。

【誰でも利用できる施設です】
　当施設は、アスリートだけでなく、
児童・生徒、一般の方も利用するこ
とができます。敷地内には、１周約
900ｍの周回走路が設けられ、こちら
は無料で利用することができます。

【施設の連絡先】
住所　曽於郡大崎町菱田1441番地
☎ 099-477-1102　FAX 099-478-1375

◀�壇上で 
あいさつする

　三反園知事（右）
　東町長（左）

▶
試
技
の
披
露
の
様
子

◀
陸
上
教
室
の
様
子
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▶ �

昨
年
10
月
20
日
に
開
催
し
た

『
み
ん
な
で
取
り
組
む
鳥
獣
害
被
害

対
策
研
修
会
』の
様
子

Vol.1
雅ねえの、みんなで取り組む

獣害対策講座
※タイトル・本文に記載している『雅ねえ』の表記は、本人の原稿どおりで掲載の了承を得ています。

役場農林振興課 林務水産係から　平成27年６月26日、鹿児島県主催の「集落ぐるみの鳥獣被害対策指導者育成研修」に初参加、『雅ねえ』の講演を聴いた時の感動を今でも鮮明に覚えています。講演を聴くまでは、有害鳥獣の対策等は林務水産係が窓口と思っていました。しかし、被害が出ている現場は、水稲や野菜畑・果樹園だけでなく飼料畑・畜舎や家庭菜園等、多岐にわたっています。　そこで、農林振興課の職員を中心とした「大崎町有害鳥獣対策実施隊」を設置し、係を越えて県主催の研修受講や、関係機関との協議会で鳥獣害対策を議題にした研修会を重ねて、現状と課題を共有・学習し、意識の改革に取り組んできました。　昨年は、本町に『雅ねえ』にお越しいただき研修会も開催しました。野生鳥獣の被害に悩んでおられる住民に、獣害対策を広く伝達する手段として、広報誌を活用し、被害軽減が進むことを願った新企画です。　１年間、広報原稿を依頼しましたところ、快くお引き受けいただきました『雅ねえ』に紙面を借りて感謝申し上げます。

　
「
広
報
お
お
さ
き
」を
お
読
み
の

皆
様
、初
め
ま
し
て
、雅
ね
え
だ
よ
。

　
昨
年
の
秋
に
町
で
や
っ
た
獣
害

対
策
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
た

ち
に
は
、
お
久
し
ぶ
り・・・か
な
。

　
獣
害
対
策
講
座
が
連
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
載
は
じ
ま
っ
た
き
っ
か
け

は
、
あ
た
し
が
県
内
で
定
期
的
に

や
っ
て
る
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た

町
の
担
当
者
さ
ん
の
依
頼
。
担
当

者
さ
ん
が
、「
獣
害
対
策
っ
て
わ

か
っ
て
や
れ
ば
バ
カ
み
た
い
に
簡

単
だ
け
ど
、
被
害
受
け
て
腹
立
ち

ま
み
れ
で
や
る
と
泥
沼
地
獄
」
っ

て
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
た
か
ら

か
な
。

　
さ
ら
に
さ
つ
ま
町
と
か
で
永
年

被
害
に
苦
し
ん
で
た
、
じ
い
ち
ゃ

ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ち
ょ
っ
と
勉

強
し
た
だ
け
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
イ
ノ
シ
シ
被
害
な
く
し
て
、
畑

で
笑
顔
の
写
真
を「
広
報
さ
つ
ま
」

で
紹
介
さ
れ
て
る
の
が
追
い
打
ち

を
か
け
た
か
も
。

　
獣
害
対
策
っ
て
と
に
か
く
、
わ

か
れ
ば
簡
単
。

　

わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
、

き
れ
い
ご
と
並
べ
る
よ
り
、
失
礼

な
こ
と
、
生
意
気
な
こ
と
、
過
激

な
こ
と
い
っ
ぱ
い
書
き
ま
す
。

　
連
載
だ
か
ら
、
読
ん
で
腹
が
た

つ
号
も
毎
号
捨
て
な
い
で
何
度
も

読
み
返
し
て
ほ
し
い
。

見
え
て
く
る
来
な
い
が

分
か
れ
目

　

人
間
っ
て
お
か
し
い
で
す
よ

ね
。
興
味
が
な
い
も
の
と
か
必
要

で
な
く
な
っ
た
も
の
っ
て
見
え
て

る
の
に
見
え
て
な
い
。
意
味
も
考

え
な
い
。

　
例
え
ば
、
新
し
く
乗
用
の
ト
ラ

ク
タ
買
っ
て
納
屋
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
納
屋
の
入
口
付
近
片
づ
け

て
、
今
ま
で
使
っ
て
い
た
耕
運
機

は
納
屋
の
奥
の
壁
に
横
付
け
る
。

　
も
う
使
わ
な
く
な
っ
た
耕
運
機

の
周
囲
に
は
、
い
つ
使
う
の
か
も

分
か
ら
な
い
竹
の
支
柱
と
か
、
古

い
肥
料
袋
と
か
い
ろ
ん
な
不
用
品

が
た
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
。
そ
の

上
に
平
気
で
古
い
木
製
梯
子
置
い

た
り
と
か
。

　
で
、
納
屋
の
ト
ラ
ク
タ
と
壁
の

す
き
間
に
、
何
年
も
絶
対
に
足
を

踏
み
入
れ
な
い
空
間
が
で
き
る
。

　
毎
日
見
て
る
納
屋
な
の
に
、
使

わ
な
く
な
っ
た
耕
運
機
の
奥
で
何

が
起
き
て
る
か
な
ん
て
、
気
づ
か

な
い
し
見
よ
う
と
さ
え
し
な
い
。

　
「
人
間
が
来
た
と
き
は
鳴
い
た

り
音
立
て
ち
ゃ
ダ
メ
！
」
と
か
教

え
な
が
ら
、
納
屋
に
タ
ヌ
キ
が
住

み
着
い
て
子
育
て
し
て
い
て
も
気

づ
か
な
い
。

　
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
タ
ヌ
キ
が

住
み
着
い
た
の
か
？

　
理
由
が
わ
か
れ
ば
話
は
簡
単
。

安
心
し
て

食
え
る
所
に
住
み
た
い

　
と
に
か
く
、
と
に
か
く
、
と
に

か
く
、
動
物
は「
安
心
し
て
食
え

る
所
に
住
み
た
い
」だ
け
。

　

今
も
、
百
年
前
も
、
千
年
前

も
、
動
物
っ
て
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。
ネ
ズ
ミ
か
ら
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
ま
で
、
動
物
は
と
に
か
く
安

心
し
て
食
え
る
所
に
住
み
た
い
。
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1949年、奈良県出身。
愛媛大学大学院農学研究科修士課程修了、京都大学博士（農学）。
元 農研機構 近畿中国四国農業研究センター 鳥獣害研究チーム長。
退職後、同センター専門員。宮崎県、熊本県、広島県、静岡県など
でアドバイザーとして継続的に活動。
著書に、『これならできる獣害対策』『山の畑をサルから守る』『山と
田畑をシカから守る』『 60歳からの防除作業便利帳』『ハダニ』『女性
がすればずんずん進む獣害対策』（いずれも農文協）など多数。

井
いの

上
うえ

  雅
まさ

央
てる
 氏

講師
紹介

よろしくね～

も
増
え
て
ア
ナ
グ
マ
も
く
る
。

　
果
実
が
熟
せ
ば
カ
ラ
ス
も
メ
ジ

ロ
も
来
る
っ
て
。

　
八
月
か
ら
冬
ま
で
、
ず
っ
と
鳥

獣
を
寄
せ
続
け
る
。
も
し
畑
に
こ

ん
な
木
が
一
本
あ
れ
ば
、
矢
印
の

幅
だ
け
は
陰
に
な
っ
て
野
菜
と
か

作
れ
な
い
。

　
で
も
一
番
困
る
の
は
、
食
べ
た

鳥
獣
が
そ
の
付
近
の
茂
み
で
カ
キ

の
種
入
り
う
ん
こ
を
す
る
こ
と
。

　
で
、
集
落
に
誰
も
植
え
て
な
い
の

に
カ
キ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。

　

こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
る
ま
で
、

見
え
て
る
の
に
見
え
て
こ
な
か
っ
た

あ
な
た
は
、
餌
付
け
犯
人
と
い
う

こ
と
少
し
は
見
え
て
き
た
か
し
ら
。

　
次
回
は
水
田
、
守
れ
る
田
ん
ぼ

と
守
れ
な
い
田
ん
ぼ
。

　
同
じ
柵
で
も
効
く
水
田
と
効
か

な
い
水
田
、
効
く
柵
と
逆
効
果
の

柵
の
設
置
方
法
の
違
い
は
何
だ
っ

て
話
だ
よ
ー
。

　
あ
な
た
の
畑
、水
田
、採
草
地
、

家
の
周
り
、
集
落
で
獣
害
が
発
生

す
る
、
被
害
が
ど
ん
ど
ん
増
え

る
っ
て
こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
が

動
物
に「
ウ
ン
、
こ
こ
は
餌
場
に

近
い
し
安
心
、
安
全
だ
か
ら
こ
こ

に
住
も
う
」っ
て
思
わ
せ
た
だ
け
。

　
あ
な
た
が
気
づ
い
て
な
い
、
見

よ
う
と
し
な
い
か
ら
見
え
て
な
い

だ
け
な
ん
で
す
。

　
つ
ま
り
、
安
心
で
き
る
ひ
そ
み

場
と
餌
を
、
あ
な
た
自
身
が
準
備

し
て
あ
げ
た
だ
け
で
す
よ
。

　
こ
れ
を「
餌
付
け
」
っ
て
言
う
。

納
屋
の
奥
に
タ
ヌ
キ
の
安
心
で
き

る
空
間
を
作
っ
て
あ
げ
た
あ
な
た

は
、
き
っ
と
餌
も
準
備
し
て
あ
げ

て
る
。

　
餌
は
毎
日
家
の
前
の
畑
に
捨
て

る
生
ご
み（
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ

ン
の
端
っ
こ
、果
物
の
皮
、茶
殻
、

サ
ン
マ
の
頭
と
骨
、
卵
殻
、
古
く

な
っ
た
糠
み
そ
な
ど
な
ど
）
だ
っ

た
り
、
実
っ
て
い
る
の
に
採
り
も

し
な
い
イ
チ
ジ
ク
、
カ
キ
、
ビ
ワ

と
い
っ
た
放
任
果
樹
だ
っ
た
り
。

放
任
し
た
カ
キ
の
意
味

　
そ
れ
じ
ゃ
さ
っ
そ
く
、
放
任
し

た
カ
キ
の
木
一
本
使
っ
て
、
今
ま

で
ど
れ
ほ
ど
見
え
て
る
の
に
見
て

な
か
っ
た
の
か
、
意
味
考
え
て
な

か
っ
た
の
か
、
ち
ょ
っ
と
左
の
図

を
見
な
が
ら
意
味
を
考
え
る
練
習

し
て
み
て
下
さ
い
。

　

図
①
が
放
任
さ
れ
て
大
木
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
カ
キ
、
図
②
は
島

根
県
の
あ
た
し
の
近
所
の
婦
人
会

の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
獣
害
対
策

の
勉
強
会
で
学
ん
で
栽
培
し
て
る

鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
カ
キ
。

　

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
カ
キ（
図

②
）は
冬
に
剪
定
、
幼
果
の
時
に
摘

果
、
六
月
と
八
月
に
病
害
虫
防
除
、

秋
に
果
実
が
色
づ
い
た
ら
ぜ
ー
ん

ぶ
収
穫
し
て
お
し
ま
い
。
作
業
は

全
部
脚
立
ナ
シ
の
楽
々
作
業
。

　
こ
れ
じ
ゃ
、
鳥
獣
ど
こ
ろ
か
病

害
虫
も
無
縁
っ
て
こ
と
。

　
じ
ゃ
あ
図
①
の
カ
キ
。

　
剪
定
し
な
い
樹
木
っ
て
、
枝
ど

う
し
が
日
光
を
奪
い
合
っ
て
ど
う

し
て
も
大
木
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

　
そ
し
て
、
日
光
不
足
で
伸
び
ら

れ
な
い
小
枝
が
増
え
る
。

　
枝
が
込
み
合
っ
た
カ
キ
っ
て
、
ヘ

タ
ム
シ
や
円
星
落
葉
病
が
増
え
る
。

　
落
葉
病
に
か
か
っ
た
カ
キ
は
八

月
か
ら
青
い
の
に
熟
し
た
果
実
が

ヘ
タ
抜
け
し
て
落
ち
る
。
っ
て
こ

と
は
、
八
月
か
ら
イ
ノ
シ
シ
も
タ

ヌ
キ
も
テ
ン
も
寄
っ
て
く
る
。

　
木
は
大
き
く
な
る
か
ら
根
っ
こ

も
張
る
。
地
中
に
は
セ
ミ
の
幼
虫
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－おおさきInformation－

住民環境課 年金係
☎476-1111（123・126）

問国民年金保険料に関するお知らせ

◆産前産後期間の国民年金保険料が免除になります！
■免除期間

　�出産予定日又は出産日が属する月の前月から4か月間（以下「産前産後期間」といいます。）の国民

年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の3か

月前から6か月間の国民年金保険料が免除されます。

■対象者

　「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年2月1日以降の方

■届出期間

　出産予定日の6か月前から届出が可能ですので、速やかに届出してください。

　ただし、届出ができるのは、平成31年4月からです。

■添付書類について

　出産前に届書の提出をする場合：母子手帳など

　出産後に届書の提出をする場合：出産日は市町村で確認できるため原則不要

　�ただし、被保険者と子が別世帯の場合は出生証明書など出生日及び親子関係を明らかにする書類

■個人番号（マイナンバー）により届出を行なう際の添付書類について

　�届出者本人が窓口で届書を提出する場合は、マイナンバー（個人番号カード）を提示してください。

　お持ちでない場合は、以下の①および②を提出してください。

　�なお、郵送で請求する場合は、マイナンバーカードの両面又は①および②のコピーを添付して

ください。

　①マインバーの番号が確認できる書類：通知カード、個人番号の表示がある住民票の写し

　②身元（実在）確認書類：運転免許証、パスポート、在留カードなど

■届出先　大崎町役場　住民環境課　年金係　　

平成31年４月から日本年金機構ホームページから届出用紙をダウンロードすることが

できるようにする予定です。また、記入の方法も併せて掲載する予定です。

　　　　　　・日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

住民環境課 環境対策係
☎476-1111（127・128）

問大型連休期間中のごみ収集のお知らせ

　大型連休（４月27日～５月６日）中の一般ごみ・資源ごみ・生ごみは、
通常どおりの回収となります。
　また、大型連休中に草木をそおリサイクルセンター大崎有機工場へ
自己搬入する方は、４月26日（金）までに役場住民環境課の窓口か野方
支所から搬入券の交付を受けてください。
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まちからの大切なお知らせ

住民環境課 年金係
☎476-1111（123・126）

問平成31年度の国民年金保険料のお知らせ

◆国民年金保険料の金額
平成31年度の国民年金保険料は、月額16,410円 です。

　�　平成31年度の国民年金保険料額は、国民年金法第87条において、17,000円※とされています
が、平成16年度からの物価と賃金の変動に基づく2019度の保険料改定率0.965を乗じることに
より、16,410円となりました。

　 ※�平成28年に成立した年金改革法により、平成31年度から産前産後期間の保険料免除制度が施行される
ことに伴い、保険料を月額100円引き上げています。

◆国民年金保険料の前納
　�　国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額について、厚生労働省告示により定
められています。
　�　現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合、毎月払いと比べて2年前納なら14,520
円、1年前納なら3,500円、6か月前納でも800円の割引になります。
　�　また、口座振替制度を利用して保険料を前納した場合、毎月払いと比べて2年前納なら
15,700円、1年前納なら4,130円、6か月前納でも1,120円の割引となり、大変お得です。

■ 口座振替・クレジットカード納付には次の方法があります。

　⑴　2年（4月～翌々年3月分）分の前納

　⑵　1年（4月～翌年3月分）分の前納

　⑶　6か月（4月～ 9月分、10月～翌年3月分）分の前納

　⑷　毎月（早割、口座振替のみ）

　⑸　毎月（割引なし）

　※�口座振替・クレジットカード納付による平成31年4月からの前納は（ 2年分、1年分、6か月分、早割）の新
規申込は、2月末日で受付を終了しました。（来年度に向けてご検討ください）

◆まだ間に合う２年前納
　�　口座振替・クレジットカード納付の申込は受付を終了しましたが、現金（納付書）での納付は
可能です。納付書の発行については、役場またはお近くの年金事務所にお問合せください。
　�　（平成31年４月～平成33年３月分までの前納納付書の使用期限は、平成31年5月7日までです。
余裕を持って納付してください）

　※�保険料が30万円を超える納付書は、コンビニエンスストアでは
利用できません。（指定の金融機関で納付してください）

15　広報おおさき 平成31年４月号



住
民
環
境
課

企
画
調
整
課

総
務
課

健
康
か
わ
ら
版

大
崎
町

監
査
委
員
室

大
隅
税
務
署

総
務
課

農
林
振
興
課

保
健
福
祉
課

－おおさきInformation－

企画調整課 企画政策係
☎476-1111（221・222）

問定住住宅取得補助事業について

　町内に定住するために住宅を新築または購入した方に対し、取得に要した経費の一部を助成します。

【補助対象者】　下記のいずれかに該当する世帯責任者
　○�転入日前の２年間において町内に住所を有しておらず、転入後２年以内に住宅を取得した場合
（ただし世帯責任者は65歳未満）

　○義務教育終了前の子を扶養している場合
　○夫婦どちらかが40歳未満である場合

【補助要件】　※建て替えとみなされる場合は対象外となります。
　１．申請前１年以内に住宅を取得すること
　２．取得した住宅に引き続き５年以上居住する意思があること
　３．居住地の自治公民館に加入すること
　４．市区町村民税等に滞納がないこと

【補助金額】　住宅の取得経費の総額の５分の１を助成します。ただし、補助限度額は下記のとおりです。

企画調整課 企画政策係
☎476-1111（221・222）

問定住促進賃貸住宅家賃補助事業について

　転入世帯または新婚世帯が町内の賃貸住宅に入居した場合、家賃の一部を助成します。

【補助対象者】
　転入世帯または新婚世帯の世帯主で、次に掲げる要件すべてに該当する方
　１．世帯全員が大崎町に住所を有すること
　２．３万円を超える賃貸住宅の家賃を支払っていること
　３．世帯全員が市区町村民税などを滞納していないこと
　　　※転入世帯…�転入日から賃貸住宅に入居した日までの期間が１年未満で、転入日前の３年間におい

て町内に住所を有していなかった方が属する世帯
　　　※新婚世帯…�婚姻届出後２年未満で、申請年度の末日において夫婦いずれもが40歳未満である世帯

【補助期間】
　補助要件を具備した月（月の途中入居などの場合は、その翌月）から起算して２年間

【補助金額】�
　�毎月の家賃から住宅手当などを減じて得
た額の２分の１の額（千円未満の端数は
切り捨て）を助成します。ただし、世帯
主の区分に応じた補助限度額は右記のと
おりです。

世帯主の区分 上限金額

転入世帯の世帯主 月額１万円

新婚世帯の世帯主 月額１万円

転入世帯かつ新婚世帯の世帯主 月額２万円
※公的住宅の場合、上限金額は２分の１となります。

基本額 補助基本額 １世帯につき　　　　　　　　　　　　20万円

加算金

転入者加算金 １世帯につき　　　　　　　　　　　　50万円

子育て世帯加算金 義務教育終了前の子が１人　　　　　　10万円
義務教育終了前の子が２人以上　　　　20万円

地域活性化加算金 指定地区に住宅を取得した場合　　　　10万円

広報おおさき 平成31年４月号　16
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まちからの大切なお知らせ

総務課 消防防災係
☎476-1111（213）

問春の全国交通安全運動標語

　5月11日（土）～ 20日（月）までの『春の全国交通安全運動』に先立ち、町内の小・中学校において
交通安全標語を募集したところ、多数の標語が集まり関係機関の審査の結果、下記の作品が受賞
されました。

健
康
か
わ
ら
版

食
べ
る
時
間
を
変
え
れ
ば
健
康
に
な
る

★�

体
内
時
計
の 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
？

　

体
内
時
計
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も

の
と
し
て「
朝
の
太
陽
の
光
」
と「
朝
の

食
事
」
で
す
。
特
に
、
食
事
に
よ
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
脳
の
時
計
や
全
身
の

時
計
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
と
い
う
点
で

大
き
な
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

★「
朝
食
」と
は
？

　

朝
食
は「
断
食（
絶
食
）
を
破
っ
て
食

べ
る
＝
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト（
朝
食
）」

だ
か
ら
こ
そ
、
体
が「
朝
だ
！
」
と
認

識
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
断
食
と
は
、

夜
、寝
て
い
る「
長
い
時
間
」の
こ
と
で
、

最
初
の
食
事
が
１
日
の
リ
セ
ッ
ト
と
な

り
ま
す
。
朝
食
を
摂
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は「
体
に
朝
の
時
間
を
教
え
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
体
内
時
計
を

乱
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

★
お
す
す
め
の
朝
食
と
は
？

　

マ
ウ
ス
で
の
実
験（
※
１
）
で
は
糖

だ
け
食
べ
さ
せ
て
も
体
内
時
計
は
動
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が「
糖
＋
タ
ン

パ
ク
質
」
の
組
み
合
わ
せ
で
食
べ
る
と

体
内
時
計
が
動
き
出
し
た
と
い
う
結
果

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
食
材
を
摂
る
の

で
な
く
、
炭
水
化
物（
糖
質
）、
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
質
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
摂
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
食
事
の
時
間

　

食
事
時
間
は「
朝
７
時
、
昼
１
時
、

夜
７
時
」
だ
と
体
内
時
計
が
乱
れ
に
く

い
そ
う
で
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
仕
事

等
で
早
い
時
間
に
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
場
合
は
、

夕
食
の
総
量
は
増
や
さ
ず「
夕
食
を
２

回
に
分
け
て
分
食
に
す
る
」こ
と
で
す
。

そ
の
場
合
、
夜
７
時
に
早
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
る
主
食（
炭
水
化
物
）、
帰

宅
後
に
主
菜（
お
か
ず
）が
良
い
で
す
。

　

仕
事
の
都
合
で
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規

則
な
方
な
ど
、
食
べ
る
時
間
を
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
メ
タ
ボ
予
防
に
も
な
る

食
べ
方
だ
と
思
い
ま
す
。
血
糖
値
が
高

い
方
に
も
お
勧
め
で
す
よ
。
食
べ
る
内

容
、
食
べ
る
時
間
を
変
え
て
健
康
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

（
※
１
）出
典

　
【�

食
べ
る
時
間
を
変
え
れ
ば
健
康
に

な
る　

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
携
書
】

【小学校６年生の部】

学　校 氏　名 作　　品 結果
大崎小学校 白坂　美弥 飛び出すな　命は一つ　大切に　 特選
菱田小学校 森下　乃愛 運転中　スマホじゃなくて　前を見て　 入選
持留小学校 岡元　美華 「まだいける」　あなたの気持ちに　ブレーキを　 入選
菱田小学校 豊重　陽大 飛び出すな　自分の命を　大切に 入選
大崎小学校 小屋　紫音 事故のない　そんな毎日　ありがとう 入選

【中学校２年生の部】

学　校 氏　名 作　　品 結果

大崎中学校

河野寧々花 ゆずりあい　心のよゆう　事故ふせぐ 特選
田原　夏菜 急いでも　止まる気持ちを　忘れずに 入選
西濱　秀隆 大丈夫　思う気持ちが　命とり 入選
新越　　萌 「もう一度」　最後の確認　大切に 入選
平野　義翔 画面見る　その一瞬が　命取り 入選
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－おおさきInformation－
大崎町監査委員室
☎476-1111（330）

問平成30年度定例監査の結果を公表します

　地方自治法第199条第１項及び第４項並びに大崎町監査委員条例第４条の規定に基づき、平成
30年度会計に係る定例監査を実施したので、その結果を同法第199条第９項並びに同条例第８条
の規定により、次のとおり公表します。

　１　監査の対象
　　⑴　財務に関する事務の執行　　⑵　経営に係る事業の管理　　⑶　備品の管理状況

　２　実施日程
　　�　平成31年１月７日から２月22日まで、町長部局、議会、教育委員会、農業委員会、選挙管
理委員会、水道事業について実施した。

　３　監査結果及び意見
　　⑴　財務に関する事務の執行について
　　　�　平成30年度の事務事業が、経済的、効率的に実施されているかを主眼とし、法令及び条

例等の定めに従って事務処理がなされているかを監査した。
　　　�　監査の結果、各会計とも予算の効率的執行により計画された事務事業については、所期

の目的を達成しており、健全な財政運営がなされていると認められる。
　　　�　工事請負費については、抽出により現場監査を実施したが、設計書に基づき適正な工事

執行がなされていると認められた。

　　⑵　経営に係る事業の管理について
　　　　水道事業の経営については、健全経営がなされていると認められる。
　　　�　今後も、なお一層の経営合理化を図りながら、事業の使命である安全かつ安い水の安定

供給に最善の企業努力をされたい。

　　⑶　備品の管理状況について
　　　�　平成29年度に購入した備品について、現物確認と管理利用状況を監査した結果、全般的

によく管理運用がなされていた。備品は町の財産でもあるので、現物を常に把握し、有効
利用すると共に不用な物は廃棄処理を行うなど、今後も適正な管理に努められたい。

　　⑷　その他
　　　�　事務処理において、伝票や契約書等の書類で不備が見受けられたものについては、その

都度指摘した。指摘された事項については厳重に注意を払い、今後の事務処理において十
分に留意されたい。

	 平成３１年 ３月１日
	 大崎町監査委員　　遠矢　忠
	 同　　　　　諸木悦朗

▲監査の様子　右：くにの松原クロスカントリー整備工事（２㎞コース）
　　　　　　　左：乗用全自動野菜移植機
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まちからの大切なお知らせ

　４月から６月は、田植えやさつまいもの植付けなど、農作業が忙しくなります。 農作業事故を
起こさないよう安全対策に努めましょう。

【スローガン】
　  その「いつも」は本当に大丈夫？
　　　　～ 周囲の声かけから始めよう！農作業安全 ～

●農業機械を使用するときは、次のことに注意しましょう。

　① トラクタに安全フレームを装着し、運転時にはシートベルト、ヘルメットを着用しよう。
　② 路肩まで草刈りを行い、路面と側溝等との境界を把握できるようにしよう。
　③トラクタが走行するために十分な道幅を確保しよう。
　④ 機械の詰まりを取り除く際は、機械の動作が静止してから取り除こう。
　⑤ こまめに水分補給を行い、熱中症に気をつけよう。
　⑥ もしもの備えに労災保険に加入しよう。

農林振興課 農政係
☎476-1111（501）

問春の農作業事故ゼロ運動のお知らせ

大隅税務署 総務課
☎099-482-0007（自動音声案内）

問消費税軽減税率制度説明会のご案内

　2019年10月1日から、消費税率が８％から10％に引上げと同時に、軽減税率制度が実施されます。
　多くの事業者の方に関係のある制度ですので、是非、説明会に御参加ください。

軽減対象品目の取扱いがある課税事業者の方だけでなく
例えば…

・会議費や交際費として飲食料品等を購入する事業者の方
・免税事業者の方
　�取扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分経理など、制度の実施に向けた準

備が必要となります。

【開催日時・会場等】

日　　　時 会　　　場

５月13日（月）

～

５月16日（木）

10時30分～ 12時00分 大隅税務署　４階大会議室
（大隅合同庁舎（国）内）
〔曽於市大隅町岩川6491―2〕13時30分～ 15時00分

5月17日（金）
10時30分～ 12時00分 志布志市文化会館　２階大会議室

〔志布志市志布志町志布志2238-1〕13時30分～ 15時00分

・駐車場には限りがありますので、なるべく乗り合い等によりお越しください。
・定員は各50名です。参加希望の方は4月26日(金）17時までに下記の窓口へお申込みください。

【申込み・お問合せ窓口】　　大隅税務署　

　個人の方：個人課税部門　☎ 099-485-0055　　法人の方：法人課税部門　☎ 099-482-0076
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－おおさきInformation－
保健福祉課 健康増進係
☎099-476-1111（131・132）

問７月から役場敷地内は原則禁煙になります

2019年7月1日より
役場敷地内が原則禁煙となります！！

　受動喫煙ゼロの社会に向けて、健康増進法が昨年の夏に改正されました。2020年開催の東京オ
リンピック・パラリンピックを契機として、国民のいっそうの健康増進をめざすもので、2020年
４月までに３回に分けて段階的に施行されます。
　改正のポイントと受動喫煙の健康への影響をまとめてみました。

【改正健康増進法の体系】　　※改正法の詳細は厚生労働省ホームページもご参照ください

施行日 場所 範囲 補足説明

2019年
1月24日～ 屋外家庭等

喫煙を行う場合は
周囲の状況に配慮

・�できるだけ周囲に人がいない
場所で喫煙するよう配慮

・�子どもや患者等、特に配慮が
必要な人が集まる場所や近く
にいる場所等では喫煙をしな
いよう配慮

2019年
7月1日～

第
一
種
施
設

・学校
・児童福祉施設
・病院・診療所
・行政機関の庁舎等

敷地内原則禁煙

・�屋外で受動喫煙を防止するた
めに必要な措置がとられた場
所に、喫煙場所を設置するこ
とができる

2020年
4月1日～

第
二
種
施
設

・事務所
・工場
・ホテル、旅館
・飲食店
・旅客運送用事業船舶
・鉄道

原則屋内禁煙

・�喫煙を認める場合は、喫煙専
用室などの設置が必要

　もしくは
・�喫煙可能な場所である旨を掲

示することにより、店内で喫
煙可能（客・従業員ともに 20
歳未満は立ち入れない）

【年間1万5千人死亡　胎児・小児にも悪影響】
受動喫煙で亡くなっている
人数（推計）

年間 1 万 5 千人

健康への悪影響
成人の脳卒中、肺がん、虚血性心疾患の他
臭気・鼻への刺激感のリスクを高める因果関係

科学的に
根拠十分

母子・小児への影響
小児喘息の既往、乳幼児突然死症候群（SIDS）
との因果関係

科学的に
根拠十分

「喫煙と健康　喫煙の健康影響に関する検討会報告書」(厚労省、16年)より

【医療経済にも大きな損失】

喫煙による超過医療費
合計1兆5389億円

能動喫煙による超過医療費
1兆2094億円

受動喫煙による
超過医療費3295億円

厚労省研究班による喫煙にかかる医療費等の超過コスト算出（15年）より
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おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会管理課
☎476-1111（411・412）

問
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世界知る　読書100冊　豊かな心

おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会 社会教育課
☎476-1111（411・412）

問

　学力を伸ばすには、学校の授業のほか、家庭学習習慣の定着が不可欠です！　

平成30年度 鹿児島学習定着度調査の結果について
　平成30年度調査が、小学校５年生及び中学校1・2年生を対象に、平成31年1月16日～ 17日に実施
されました。この度、県の結果が３月８日に公表されましたので、県及び大隅地区、本町の平均、県
との比較についてお知らせいたします。

〈調査結果一覧表〉

小学校５年 中学校１年 中学校２年

町平均 地区平均 県平均 町平均 地区平均 県平均 町平均 地区平均 県平均

国
語

基礎基本 64.1 61.8 64.8 65.2 60.8 63.2 69.2 68.5 71.0
思考表現 46.1 42.4 47.5 51.7 55.5 58.5 62.5 59.3 58.4

全体 59.5 56.6 60.1 61.4 59.3 61.9 67.4 66.0 67.6

社
会

基礎基本 76.8 76.5 79.8 71.9 64.6 68.8 68.9 52.9 54.9
思考表現 62.7 54.9 58.1 53.8 42.7 46.5 51.6 38.8 42.6

全体 72.3 69.6 72.9 66.5 58.1 62.2 63.8 48.7 51.2

算
数

基礎基本 80.1 75.6 78.0 73.2 64.2 68.0 68.6 63.1 65.1
思考表現 60.9 58.6 62.3 48.4 35.7 39.0 52.5 49.3 54.1

全体 73.7 69.9 72.8 66.1 56.1 59.7 62.2 57.7 60.8

理
科

基礎基本 50.7 56.0 59.7 62.2 58.0 62.2 58.3 52.2 55.9
思考表現 43.9 43.9 47.8 50.9 50.1 53.9 32.4 35.2 39.0

全体 47.8 50.8 54.6 58.1 55.1 59.2 49.6 46.5 50.3

英
語

基礎基本 71.3 72.8 76.5 57.4 53.7 58.3
思考表現 72.1 64.7 67.9 34.3 39.3 41.4

全体 70.0 69.8 73.3 48.5 48.1 51.7
全体通過率合計 253.3 246.9 260.4 323.4 298.4 316.3 291.5 267.0 281.6

※　一覧表の「平均」の数字は平均通過率(%)を表します。
※　�通過率とは、設問の解答が正答・準正答であった場合、「通過」とし、通過した児童生徒の割合をその集団における

通過率といいます。

＜調査結果考察＞
　小学校では、国語、社会、算数で地区平均を上回っており、合計では地区内で上位となっています。
県と比較すると、平均を上回ったのは算数で他の教科はあと１問正解すれば、県平均に追いつくと
ころまできています。
　中学校では、１年、２年とも全ての教科で地区平均を上回りました。県平均を上回る教科もこれ
までと比較して多くなっています。また、通過率合計が、地区も県も上回りました。これは、新生
大崎中学校で初めて達成されたことです。
　今後は、授業において「基礎・基本」の底上げを図りながら「思考・表現」の力を高めること、家庭
学習について学年に応じた内容や時間を見直し、取組を充実させることが挙げられます。
　教育委員会では、町内小中学校の連携を推進し、授業を充実させ学習内容の確実な定着に向けた
取組を進めていきます。また、家庭と連携を図りながら、家庭学習の習慣を定着させていきます。
　子どもたちが学ぶ力を確実に伸ばせるよう、家庭での見届けの御協力をお願いいたします。
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おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会管理課
☎476-1111（411・412）

問

熱い鼓動　風は南から

変えていこう　学校のかたちと業務のかたち
　これまでの学校教育は、高い専門性をもった学校職員が幅広い業務を担い、子どもの状況を総合
的に把握して指導し、高い成果を上げてきました。
　その一方、近年の社会変化により学校では、教育課題が複雑化・多様化しているため，全国的に教
員の長時間勤務という実態となって表れてきています。
　そこで、大崎町教育委員会では、このような課題に対応するため、昨年度に引き続き業務内容の
見直しを図りました。今年度は、以下の７つの点を中心に業務改善を推進します。

　「チンチョン」。ケニアにいたころ、どこに行ってもこう声をかけられました。これは主に中国の人に対
する蔑称とされていて、言われるととにかく腹が立ちます。「それは大変失礼な言葉だからやめてほしい」
と何十回、話して回ったかわかりません。「挨拶だと思ってた」「中国と日本って一緒じゃないの？」「外国
の人だから、何か話したかったんだよ」。話すと、大抵の人はバツが悪そうに答えてくれました。
　「知らない」ということが、「チンチョン」のような誤解やあつれきを生んでしまうことがあります。私た
ちはどうでしょう。イランとイラクの違い…よくわかりません。イスラム教…テロ。アフリカ…貧しくて
危険。ケニアの人と同じように、よくわからないものは、色眼鏡で見てしまいがちです。
　大崎町に素敵な景色があり、温かい人情があるように、私たちの知らない世界にも、素晴らしいこと、
面白いことがたくさんあります。
　この１年、明るく、素直で、とても優しい大崎の子どもたちに支えられて、外国語教育の支援をしてき
ました。ずっと残念だったのは、ほとんどの子が「海外は恐いから行きたくない」と言うこと。何も行かな
くてもいいのです（本当はいつか、自分の耳で聞いて、目で確かめて、心で感じてほしいけれど）。でも、まっ
たく違う文化や人を知る楽しさやわくわく、そしてまた自分たちの文化を伝える面白さが、言語を育てる
土台だと私は信じています。きっとどの子にもあるそうした好奇心を、私たち大人が、大きく、広く、伸
ばしていけたらと願っています。
Milima haikutani lakini binadamu hukutana.
　山と山は出会わないけれど、人と人は出会うことができる。（スワヒリ語のことわざ）

言葉のもとに人あり

■大崎町立学校の業務改善推進策
　 改善策１　�昨年度までに精選した会議及び行事等をさらに見直し、回数を減らしたり開催時間を短縮し

たりして、業務の簡素化と効率化を図ります。
　 改善策２　�各学校における取り組まれている職員研修を合同で開催できるよう設定し、準備の負担を減

らしつつ内容の充実を図ります。
　 改善策３　�夏季休業中（お盆期間）を中心に、学校閉庁日を設定し、学校職員のリフレッシュ期間とします。
　 改善策４　学校職員の勤務時間管理の徹底を図り、一人一人の働き方に関する意識改革を図ります。
　 改善策５　�メンタルヘルスチェックを全職員に行い、心理的負担の強い職員については、産業医の面接

を勧めます。
　 改善策６　�不登校問題や特別な支援を要する子どもへの支援に対応するため、外部の専門家と連携し、

「チーム学校」として組織的な対 応に努めます。
　 改善策７　�特色ある教育活動を充実させるため、地域の皆様や大学、専門機関等の人材を活用した取組

を進めます。

元大崎町外国語学習支援員　松井　久美子No.54
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開館時間	 平日（火～金）   9：30 ～ 18：00

☎476-4251	 土・日・祝日　 9：00 ～ 17：00
休館日：毎週月曜日（※月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

一般図書

児童図書

①タイトル
②著者名
③出版社

①タイトル
②著者名
③出版社

図書館へ行こう
〜図書館のおすすめ本〜

毎月第３日曜日は『ふれあいおはなし会』

お知らせコーナー 新 刊 紹 介
一 般 図 書

魔眼の匣の殺人 今村　昌弘
姑の遺品整理は、迷惑です 垣谷　美雨
瞳のなかの幸福 小手鞠　るい
狂歌 佐伯　琴子
インソムニア 辻　寛之
ザ・ウォール 堂場　瞬一
ニューズウィークが見た「平成」 CCC メディアハウス
銀行員の逆襲 岡内　幸策
たった一晩で疲れが取れるぐっすり睡眠法 石川　泰弘
小さな空間を生かす素敵な庭づくり 山元　和実

児 童 図 書
へんなともだちマンホーくん 村上　しいこ
ルルとララのおまじないクッキー あんびる　やすこ
バーバパパのさがしもの アネット・チゾン
ジャックのどきどきモンスター サム・ズッパルディ
13歳からの英語で自分の意見を伝える本 小野田　博一
長距離電話 赤川　次郎
うまれたよ！ナナフシ 安田　守
おんぶおんぶのももんちゃん とよた　かずひこ
なんでもおんなじ？ コリンヌ・アヴェリス
ぱんだんす やまぐち　りりこ
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【本の宅配募集のお知らせ】
図書館では、障がい者・高齢者の方への宅配
事業を行っています。
【対象者】
　・�町内に住所を有し、読書意欲のある方�
（高齢者の方：おおむね65歳以上）

　・�本人もしくは家族のなかで図書館への来
館が困難な方

【配送方法】
　・�図書館職員が２週間に１回配達�
（原則　毎月１日・15日）

【貸出期間】　・２週間
【貸出冊数】　・10冊
※図書利用カード作成が必要となります。
　・�身分を証明できるもの�
（運転経歴書・保険証等）

【お問い合わせ先】
 大崎町立図書館　☎099-476-4251
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豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち
The calendar of the town町のカレンダー

月 火 水 木 金 土 日

4/16
●本の宅配
●�特定健診・がん検診�

大 �
受付7:30 ～ 9:30

17
●�マスターズプロジェクト�

野活 9：15 ～11：00
●�春季畜産品評会�
家畜集合指導センター�
8：00 ～

18
●�いきいきクラブ�

老 9:30 ～11:30

19
●�特定健診・がん検診�

中沖 �
受付7:30 ～ 9:30

20
●�特定健診・がん検診�

保 �
受付7:30 ～ 9:30

21
●�育成・成牛せり市�
曽於中央家畜市場 
9:30 ～

●�大崎町議会議員選挙�
（ホームページで
開票結果公開）

●�ふれあいおはなし会�
図 14:00 ～

22
●�特定健診・がん検診�

保 受付7:30 ～ 9:30
●�農委定例総会�

共 9：00 ～
●図書館休館日

23
●�特定健診・がん検診�

野 受付7:30 ～ 9:30
●�毎月23日は子ども
と一緒に読書の日�
（ポイント２倍）

24
●�特定健診・がん検診�

持 受付7:30 ～ 9:30
●�子牛せり市 �
曽於中央家畜市場 
9:30～（26日まで）

25
●�いきいきクラブ�

老 9:30 ～11:30

26 27
●�カヌー教室in�
くにの松原�
（５月６日まで）�

28

29
昭和の日

30
退位の日

5/1
即位の日

2
国民の休日

3
憲法記念日

4
みどりの日

5
こどもの日

6
振替休日

7
●図書館休館日

8
●�マスターズプロジェクト�

持 9：15 ～11：00

9
●�乳児及び産婦健診�

保 受付�
12:50 ～13:10

●�いきいきクラブ�
老 9:30 ～11:30

10
●�障害者巡回相談�

保 10:00 ～12:00

11 12
●�おおさきチャレンジ
朝市三文字地区�
城南通り�
8:00 ～11:30

13
●図書館休館日

14
●�１歳６ヶ月健診�

保 受付12:40 ～
13:00
●�マスターズプロジェクト�

老 9:15 ～11:00

15
●�マスターズプロジェクト�

野活 9：15 ～11：00
●�巡回行政相談�

老 9：30 ～15：30
●本の宅配

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●図書館休館日
　毎週月曜
●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

資源ゴミ回収
（第４木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第３木曜日地区）

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合
菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園

砂……�ビーチスポーツ専用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課
野活…�野方地区活性化センター
中沖…中沖地区公民館
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館
大も…大崎ものづくり会館町内の休日在宅医

４月21日 休み

４月28日 休み

５月５日 休み

５月12日 坂元内科クリニック ☎471-7055

【町営住宅空家情報】
●�４月６日現在、空き家は５部

屋あります。（公営４・町営１） 
建設課管理係　 
☎476-1111（154）

【今月の納税】
介護保険料……第１期
後期高齢医療保険料
第１期

午後７時～翌日午前７時
☎ 0994-45-4119

年中
無休

大隅広域夜間
急病センター

夜間の急患対応 人口と世帯数
平成31年３月末現在　対前月比

■人　口 13,062人（-66）

　　男 6,202人（-39）

　　女 6,860人（-27）

■世帯数 6,707戸（+11）

●出生 5人

●死亡 14人

●転入 91人

●転出 148人
（注）下記日程は変更になることもあります。

資源ゴミ回収
（第１木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第２木曜日地区）
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度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の

活
動
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
１
回

参
加
で
２
ポ
イ
ン
ト
つ
き
ま
す
。

【
日
時
】

　

５
月
５
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時

【
場
所
】

　

は
る
び
ゅ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク（
旧
建
物
）

　

大
崎
町
野
方
６
０
４
５
‐
１

【
テ
ー
マ
】

　

自
宅
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ

　

～
代
謝
を
上
げ
て
健
康
予
防
を
！
～

問
サ
ン
セ
リ
テ
の
が
た

　

☎
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
０
８
８

九
州
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防
止
の
お

願
い
で
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付

近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で

取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
３
０

第
９
回  

回
生
園
カ
フ
ェ
の

ご
案
内

　

回
生
園
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
高
齢
者

や
そ
の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
医
療
・

介
護
の
専
門
職
と
相
互
に
情
報
を
共
有

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
場
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

皆
さ
ま
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

　

４
月
28
日（
日
）14
時
～
16
時

【
場
所
】　

　

回
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】　

　

茶
話
会
、
介
護
・
健
康
相
談
な
ど

【
参
加
費
】　

無
料

問
回
生
園

　

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
０
３
７
２

日
曜
お
は
よ
う
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

　

医
療
法
人
玲
心
会
で
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
医
療
・
介
護
に
関
す
る
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
一
般

の
方
を
対
象
に
分
か
り
や
す
く
皆
さ
ん

の
健
康
に
関
す
る
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

※�
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は「
高
齢
者
元
気

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

【
受
講
資
格
】

　

基
本
的
に
は
、
60
歳
以
上
の
方

【
日
時
】

　

令
和
元
年
６
月
３
日（
月
）
～

　

７
日（
金
）の
５
日
間

【
募
集
人
員
】

　

15
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
受
講
料
】　

１
０
０
０
円

【
講
習
内
容
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、初
級
編（
文

字
入
力
・
文
書
入
力
・
表
作
成
等
）、メ
ー

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ジ
カ
メ
活

用
法
等
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
方

や
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

【
講
師
名
】　

Ｐ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト　

Ｋ
Ｊ
Ｓ

【
募
集
期
間
】

　

令
和
元
年
５
月
10
日（
金
）ま
で

【
会
場
】

　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
０
２
０
２

健
康
体
操
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

【
受
講
資
格
】

　

基
本
的
に
は
、
60
歳
以
上
の
方

【
日
時
】

　

毎
月
第
３
火
曜
日　

10
時
か
ら

【
募
集
人
員
】　

20
名

【
受
講
料
】　

無
料

【
講
習
内
容
】

　

家
で
も
出
来
る
柔
軟
体
操（
体
全
体

を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。）

【
講
師
名
】　

井
上
由
香
里　

氏

【
募
集
期
間
】

　

随
時
受
付
て
い
ま
す

【
会
場
】

　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
０
２
０
２

子
ど
も
の
日
お
も
ち
ゃ
無
料

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

だ
い
わ
大
崎
店
に
展
示
し
て
あ
る
お

も
ち
ゃ
を
差
し
上
げ
ま
す
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
場
所
】

　

だ
い
わ
大
崎
店
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
展
示
期
間
】

　

４
月
30
日（
火
）
～
５
月
４
日（
土
）

【
当
選
者
発
表
】

　

５
月
５
日（
日
）　

だ
い
わ
展
示
場

【
引
渡
し
日
】

　

５
月
５
日
、
６
日

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
に
、
希
望
の
番
号
、
名
前
、

電
話
番
号
を
書
い
て
応
募
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
全
て
中
古
品
で
す

が
修
理
済
み
で
す
。

【
提
供
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
お
さ
き
お
も
ち
ゃ

病
院（
大
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

な
お
、
毎
月
第
２
日
曜
日（
午
前
中
）、

中
央
公
民
館
で
お
も
ち
ゃ
の
無
料
修
理

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
担
当　

深
見

　

☎
０
８
０
‐
５
２
７
２
‐
７
８
８
９

「
平
成
31
年
　
全
国
戦
没
者

追
悼
式
」参
列
遺
族
の
募
集

に
つ
い
て

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希

望
さ
れ
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

【
期
日
】

　

８
月
15
日（
木
）

　

※�

前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま

す
。

【
場
所
】

　

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

【
対
象
者
】

　

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の

遺
族
、
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
遺
族

※�

過
去
に
参
列
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方

を
優
先
し
ま
す
。

※�「
次
世
代
へ
の
継
承
」と
い
う
観
点
か

ら「
18
歳
未
満
の
遺
族
」に
つ
い
て
も

募
集
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

５
月
７
日（
火
）
～
31
日（
金
）ま
で

【
募
集
人
員
】　

65
人

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
な
り

ま
す
。

問
役
場
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　

県
庁
社
会
福
祉
課

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ
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令
和
元
年
５
月
28
日（
火
）
～

　

令
和
元
年
８
月
26
日（
月
）

　

９
時
～
15
時
50
分

【
応
募
資
格
】

　

�

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就

職
や
再
就
職
を
目
指
す
方
。

【
募
集
期
間
】

　

４
月
１
日（
月
）
～
４
月
23
日（
火
）

【
願
書
提
出
先
お
よ
び
提
出
書
類
】

　

・
願
書
提
出
先

　

→
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

・
提
出
書
類

　

⑴
入
校
願
書（
校
指
定
の
用
紙
）

　

⑵�

障
害
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど
の
写

し（
精
神
障
害
の
方
は『
主
治
医

の
意
見
書
』の
写
し
も
必
要
）

　

⑶
写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）を

　
　

入
校
願
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

入
校
願
書
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

面
接　

５
月
10
日（
金
）

　

場
所　

�

N
P
O
法
人　

夢
来
郷
た
か

く
ま

【
合
格
発
表
】

　

５
月
20
日（
月
）※
本
人
宛
通
知

【
入
校
日
】　

５
月
28
日（
火
）

※�

こ
の
委
託
訓
練
の
事
業
実
施
主
体
は
、

国
立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
す
。

問
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者

　

職
業
能
力
開
発

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
２
２
０
６

交
通
事
故
相
談
所
が
実
施

す
る
出
張
相
談
に
つ
い
て

　

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
大
隅
地

域
振
興
局
お
よ
び
大
島
支
庁
に
お
い
て

定
期
的
な
出
張
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
５
月
末
ま
で
の
相
談
は
左
記
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
相

談
は
無
料
で
す
。

【
大
隅
地
域
振
興
局
で
の
実
施
】

■
日
時

　

４
月
25
日（
木
）、

　

５
月
９
日（
木
）、
23
日（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

　
（
相
談
受
付
は
午
後
１
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

大
隅
地
域
振
興
局
１
階

【
大
島
支
庁
で
の
実
施
】

■
日
時　

５
月
27
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　
（
相
談
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

　

５
月
28
日（
火
）　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　
（
相
談
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

 

大
島
支
庁
別
館
２
階

【
申
し
込
み
方
法
】

　

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
ご
予
約

は
、
県
交
通
事
故
相
談
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
交
通
事
故
相
談
所
」

で
検
索
）

問
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
６

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

案
内

【
訓
練
内
容
】

･�

ワ
ー
プ
ロ（
W
o
r
d
）、
表
計
算

（
E
x
c
e
l
）を
利
用
し
た
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作

･�

写
真
加
工
や
デ
ザ
イ
ン
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
等
の
応
用
操
作
の
実
践

的
技
術
の
習
得

･�

仕
事
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

【
訓
練
委
託
先
】

　

有
限
会
社
ケ
イ
ダ
ブ
ル
エ
ス

　

鹿
屋
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

【
訓
練
実
施
場
所
】

　

N
P
O
法
人　

夢
来
郷
た
か
く
ま

　

〒
８
９
３
‐
０
１
３
２

　

�

鹿
屋
市
下
高
隈
５
４
５
５
‐
６

　

☎
０
９
９
４
‐
４
５
‐
２
８
１
８

【
特
典
】　

受
講
料
無
料

　

※�

テ
キ
ス
ト
代
６
４
８
０
円
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す

　

・�

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方

　

→�

雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間

中
は
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

→�

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、『
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
』

ま
た
は『
職
業
訓
練
助
成
金
』が
支

給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】　

８
人

【
訓
練
期
間
】　

３
ヶ
月

お知
らせ

お知
らせ

平成31年３月分  子牛セリ市成績表（町内分）
最高価格（血統） 平均価格 前月比 次回開催日

雌 2,758,000円　（安福久×平茂勝×神高福） 685,185円 ＋56,275円
４月24日（水）

～

４月26日（金）
去勢 1,162,000円　（幸紀雄×美国桜×安福久） 803,468円 ＋51,782円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 742,929円 ＋49,804円

農林振興課畜産係　☎476-1111（511）問

５月のイベント情報

ゴールデンウィークは大崎で！
●�カヌー教室 

４月27日～５月６日　町営益丸プール

●潮干狩り　５月上旬前後 
　 ※�海上保安庁ホームページの潮干狩りカレンダーで確

認できます。
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垂題『●●』

辛か

れ
味お

っ
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噌
汁　

昨ゆ

べ晩
ん
管じ

じ

ら巻
い　

今
朝
返へ

ん

ぽ報

　
（
唱
）
苛こ

な

そ
思
も
た
が　

旨う
ま

々う
ま

食く

ち
ょ
っ

	

北
村
虎
王

辛か

れ
味お

っ

け

噌
汁　

黙
っ
湯ゆ

を
注ち

っ　

尻
か
れ
亭て

し主

　
（
唱
）
女か

か房
ど
ま
見
ち
ょ
っ　

見
ら
ん
態ふ

ゆ
し
っ

	

諸
木
小
春

孫
達
が　

味お

っ

け

噌
汁
ん
雑ざ

こ魚
を　

奪ば
こ

っ
取
っ

　
（
唱
）
虫む

し歯
べ
な
ら
ん
ち　

教い
っ

か
せ
た
た
ろ

	

二
見
愚
楽
満

荏え

ご

ま

胡
麻
油
を
ば　

味お

っ

け

噌
汁
い
入
れ
た　

長ち
ょ
う
じ
ゅ寿

食し
ょ
っ

　
（
唱
）
こ
い
こ
い
ち
爺じ

は　

肌は
だ
つ
や艶

も
良よ

し

	

諸
木
美
舟

小こ

め
こ
ろ
は　

味お

っ

け

噌
汁
と
飯め

し

が　

良よ

か
御ご

っ

そ

馳
走

　
（
唱
）
お
蔭
で
メ
タ
ボ　

心せ

わ配
な
し
育そ

だ

っ

	

藤
元
か
わ
ら
師

交通事故状況 （  　）内は対前年比
平成31年２月末現在

交通事故発生状況等注意事項

区　分 発生件数 死　 者 傷　者

県　下 720件（-257） 6件（-７） 813件（-333）

大崎町 11件（+7） ０件（±０） 12件（+7）

大崎短歌会 薩摩郷句 兼題『味
おっけ

噌汁』

　「運動能力の低下を感じ始めた」「運転の必要がなくなっ
た」という方は、警察署、教育センター等で免許の返納
手続きをすることができます。（運転免許が失効していな
いことが条件になります。）
　運転免許証を返納され、運転経歴証明書をお持ちの方
は、路線バス等が半額になるメリットもあります。

れ
ん
げ
草　

満
開
の
田
に　

む
し
ろ
敷
き

　

ね
こ
ろ
び
遊
び
し　

幼
き
思
い
出	

大
和
て
る
み

紫
雲
英
と
ふ　

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
へ　

憧
れ
の

　

女
学
生
時
代　

今
も
忘
れ
ず	

原
田
葉
子

一
面
の　

れ
ん
げ
畑
の　

中
を
行
く

　

春
の
海
辺
の　

お
別
れ
遠
足	

長
重
悦
子

れ
ん
げ
草　

花
の
満
開　

待
た
ず
し
て

　

鋤
き
込
ま
れ
た
り　

も
う
す
ぐ
田
植	

穂
園
芳
江

陽
春
の　

田
圃
を
飾
る　

れ
ん
げ
草

　

今
は
幻
の　

草
と
成
り
け
り	

実
吉
安
村

『
大
崎
町
の
み
な
さ
ま
へ
』

　
思
い
切
っ
て
熊
本
を
飛
び
出
し
、丸
三
年
。縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
未
知
の
仕
事
に
就
く
。

　
そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。
一
年
目
は
、
学
習

支
援
員
と
し
て
全
て
の
町
内
の
小
中
学
校
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
ま
ず
は
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
二
年
目
は
、
学
習
支
援
員
と
し
て
大
崎
小
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、『
史
奈
先
生
の
宿
題
教
室
』
を
大
崎
・

菱
田
・
野
方
地
区
で
開
催
し
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
三
年
目
は
、
引
き

続
き
大
崎
小
学
校
で
学
習
支
援
員
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
二
年
目
に
感
じ

た
こ
と
を
形
に
す
る
べ
く
、『
こ
ど
も
O
ー
en
く
ら
す
』
を
、
大
崎
幼
稚
園
の

旧
園
舎
の
教
室
を
お
借
り
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
に
ぎ
や
か
に
学
習
に
励
む

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
3
年
間
。

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
が
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
私
の
エ
ゴ
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
考
え
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
、
あ
た
た
か

い
大
崎
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
今
日
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
と
し
て
、
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
が
出
せ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、

『
や
り
き
っ
た
』
と
は
、
決
し
て
言
え
ま

せ
ん
。
や
り
残
し
た
こ
と
や
悔
い
も
あ

り
ま
す
。
で
す
が
、
大
崎
町
で
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
、
子
ど

も
た
ち
の
人
生
の
一
部
分
に
関
わ
れ
た

こ
と
、
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
の
大
き
な

財
産
で
す
。
感
謝
、感
謝
で
す
。
本
当
に
、

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河
瀬
　
史
奈
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今
を
盛
り
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宮
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洋
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風
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ち
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満
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散
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桑
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動
作
の
鈍
き　

齢
よ
わ
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か
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坂
元
つ
る
子

葉
か
げ
か
ら
　
忽
と
落
ち
来
る　

白
椿	

三
浦
倫
子

満
作
に　

風
め
ざ
め
け
り　

雑
木
山	

宮
下
の
し

茶
柱
や　

双
子
に
幸
を　

雛
祭	

内
村
美
惠
子

大崎俳句会

　言語・宗教・文化・習慣等の違いから職場で不利な扱い

を受けたり、アパートなどの入居拒否、浴場などで入浴拒

否など様々な人権問題が発ししております。人権に国籍や

国境の壁はありません。互いの文化を認め合い、同じ地域・

職場で、ともに暮らし、働く仲間として、外国人の人権を

尊重し、共生する地域社会を築いていきましょう。

～ 外国人の人権① ～

人権 啓発シリーズ

戸籍の窓
戸籍の窓は、広報紙への掲載希望のあった方を掲載しています。（※敬称略）

お
く
や
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《
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》

中
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モ
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・
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府
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奥
園　

ノ
リ　
（
89
歳
・
永
吉
）

中
村　

忠
人　
（
94
歳
・
横
瀬
）

新
堂　

春
三　
（
84
歳
・
仮
宿
）

枦
山　

ル
ミ　
（
97
歳
・
持
留
）

吉
原　

チ
ヱ　
（
91
歳
・
野
方
）

福
元　

キ
ヌ
子　
（
92
歳
・
野
方
）

久
德　

勇　
　
（
91
歳
・
仮
宿
）

小
村　

郁
藏　
（
67
歳
・
菱
田
）

う
ぶ
声

《
出
生
児
》　　
《
保
護
者
》《
地
区
》

小
園　

健け
ん
し
ん心	

啓
太	

野
方

	

晴
菜

上
田　

美み
つ
き杏	

公
祟	

仮
宿

	

弘
枝

宮
富　

翔か
い一	

誠	

井
俣

	

寿
恵

曽
田
竜り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎	

翔
平	

仮
宿

	

沙
織

届出日
（３月１日～３月31日）

【外国語人権相談ダイヤル】
　英語　☎ 0570-090911　　中国語　☎ 0570-050110
【鹿児島県民交流センター 1階国際交流プラザ】
　☎ 099221-6620
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この広報紙は再生紙を使用しています

 広報おおさきに広告を掲載しませんか！
広告を募集しています。

【規格および掲載料】 
　縦５ｃｍ×横　８．７ｃｍ　　５，０００円�
　縦５ｃｍ×横１７．４ｃｍ　１０，０００円
　※�詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、 

下記までお問い合わせください。

　　　大崎町役場　企画調整課　広報観光係�
　　　☎０９９-４７６- １１１１（内線 222）

各種会議・セミナー・法要会場  喜水ホール

大隅半島の中心地
国道220号線沿い

【宿泊のご予約・お問合せ】

曽於郡大崎町
永吉字中段8360番地
（ホテルAZ向い）

TEL：099-478-8111
TEL：099-478-8112

様々なシーンに合わせた  会議プラン

お食事処ダイニング・しゃぶしゃぶ喜水亭

⬅至鹿屋 国道220号 至志布志➡

喜水館・喜水ホール
お食事処ダイニング
しゃぶしゃぶ喜水亭

ルピノン
　の里

坂元内科
クリニック

ホテルＡＺ ローソンＡコープ

ホテル
オオサキ

在りし日の故人を偲び、慈しむ  法要プラン

チャペルホール
（ウエディング・コンサート・各種催物）

食べれる 泊まれる 体験できる 集える

10名様以上の
ご予約で 

送迎エリア：当ホテルより30分圏内
3,500円～ ※30名様以上のご利用やエリア外の

　ご送迎の場合は、お問合せください。

１名様～団体60名様 素泊まり
無料送迎バス運行

宿泊施設4月末
オープン

KyutokuKennsetsu  co . , L td

この土地に住む人の
心の架け橋となる
ものづくりを提供する

U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!
U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!

TEL(099)476-1131㈹　FAX(099)476-3244
MAIL   info@kyutoku.co.jp　  URL  http://www.kyutoku.co.jp
〒899-7302   鹿児島県曽於郡大崎町神領 2156-1

 

 

 

広報おおさき 平成31年４月号　30


